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熊本市中心市街地における回遊のまちづ、くりに関する臨床的研究教育

1 . はじめに

実践的応用力を備えた都市計画技術者の育成には、

計画の技術や理論的学習と共に、 地域の環境に身を置

いて地域の現状や課題を観察学習し、行政や地域の

人々と対話しながら、臨床的に学習する機会の重要性が

指摘されている。筆者らも、平成 17年度に熊本大学工学

部まちなか工房(以下、工房と略す)を開設して以来、ここ

を拠点に臨床的研究教育を展開してきた。

平成 18年度には、熊本市が、商庖街などの市民団体

や企業や熊本商工会議所などと共に熊本市中心市街地

活性化協議会を設立して、中心市街地活性化に向け、各

種事業の計画策定と実践に取り組み始めた。工房も協議

会に参加し、 その推進役として活動してきでいる。

特に平成 19年度末には、同協議会幹事会及び通町・

桜町周辺地域部会で、通町・桜町周辺地域における市民

の回遊実態を調査したいとの意見が出された。すなわち

回遊の地域的偏りの状況や、その偏りと大型庖や大型駐

車場などの集客施設配置と回遊行動との関係、さらには、

市民の消費と回遊行動の関係などである。また平成21年

度には5月開催のくまもと城下まつりの集客効果把握も課

題となった。

これまでの実績で、 地元組織と連携した研究教育は

内容的にも動機づけの点でも効果が大きいことが確認

できていたことから、平成 21年度も、卒業論文や修

士論文学生を核に工房学生の研究チームを作り(図-

1参照)、次項に示す調査研究に取り組んだ。

本稿では、プロジェクトの概要や実施体制、作業経

過などを紹介した後、学生の研究教育の視点から、協

議会と連携したことの効用と課題について述べる。

2. 21年度の研究課題

①中心市街地来訪者の来街 ・回避・消費の傾向

平成20年度及び21年度に実施した調査資料を用いた、来訪

頻度(郊外scや福岡市との使い分け)、来訪目的滞在時間、 訪

問筒所数、訪問地区、消費金額等の性・年齢別及び、 平日 ・休

日の比較分析

②中心市街地来訪者の回遊行動経路とその広がり

平成20年度及び21年度に実施した調査資料を用いた平日・

休日来訪者の回遊経路、訪問地点の広がりゃ重なり、 移動距離、

及び、核庖舗や駐車場・停留所・カフェなと守の休憩場所が回避

の広がりにあたえる影響の分析

③くまもと城下まつり の集客効果に関する調査研究

イベン トH寺の来訪者数及び消費金額の推計、平成 20年度

に調査した通常休日の来訪者との比較分析、イベン ト参加l
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者のイベン卜に対する意見意向の把握

④熊本市上通並木坂東側を事例とした夜間景観調査

商庖街の眺めの時系列変化と昼、夕、宵、夜間における魅力

要素、阻害要素の抽出、魅力向上策の提案

3 プロジェクトの実施状況
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協議会構成員の企業 口社と熊本市の関連課、商工会

議所などでア ドバイザリーチームを編成した。また工

房には、3名の工房教員と、その指導を受ける 2名の

学部学生、 4名の修士学生、1名の博士学生でチーム

を編成した。工房教員のア ドバイスで工房学生が調査

を企画し、工房ゼミ及び、ア ドバイザリーチームとの

作業検討会で作業計画を具体化 し、調査票を設計した。

調査結果分析も同様の体制で実施し、節目で協議会の

部会や幹事会に報告した。作業経過を表 1に示す。

表-1 作業経過

4月 まつり劾祭の研究計画、調査計翻検討

5月 まつり9J.J粟調室作業チーム編成、
アドバイザリーチームとの協議
進察等への道路等の使用許司申請
来訪者調査 31臼(白)くまもと城下まつり

6月~8月 まつり謁資速報の取りまとめ、熊本市等への報告
中山市街地来訪者の回避行動追加調査の設計
夜間察銭謂賓記録方法の設計と試行
アドバイザリーチーム協議、熊本市調査との溶合わせ
回避行動追加調査簡の答祭等への道総等使用許可申請
IQ)遊行動調査 8月21日(金)、238(包)

9尽~12月 夜間景観調査実施。各調査結集の分析と資料整理。
建築学会九州支部研究報告論文投稿
卒業論文提出と発表 12月198(土)

1 月~3月 議室5結果分析と資料整理 (大学院生)
修士論文提出と発表 2月13日
日本建築学会九州支部研究報告会発表 3月78
アドバイザリーチーム等地元総織への報告






